


＜つどい講演者、出演者の紹介＞ 
「第一部：自立支援法を越えて～明日の障害福祉を考える」のお二人の講演者 
篠原文浩さん：京都で相談支援の仕事のかたわら、ＮＰＯ法人医療的ケアネットの理事もされており、今回の「医療的ケア法制化」

については、「関係性、個別性重視」「医ケア免許制反対」の立場から、ブログなどで積極的に発信されています。０

９年１０月の私たちのつどいにも発言者として参加して頂きました。第一部の講演者であり、第二部の青野さんのス

テージ活動のコーディネーターでもあります。 
清水明彦さん：自立支援法廃止合意に基づいて、政府に設置された「障がい者制度改革推進会議」の下にある「総合福祉部会」の構

成員で、積極的に重い障害のある方の立場から、今後の障害福祉施策について発言されています。西宮市にある重い

障害の方の生活の場「青葉園」での活動を踏まえて、「本人中心主義」を訴えておられます。第一部で講演して頂き、

午後からは青葉園や西宮市自立支援協議会の取り組みなどに学ぶため「囲む会」をセットさせてもらいました。 
 
「第二部：みんなの笑顔が一番！コンサート」出演者の皆さん 
東養バンド ：元東大阪支援学校の教員を中心に結成されたバンド。今は多くの学校にまたがっていますが、障害をもった子どもた

ちの集まるイベントには、なくてはならない存在です。クリスマスや成人のつどいシーズンにはひっぱりだこの忙し

さ。観客の子どもたちの気持ちをグッとつかむのはお手のもの。歌だけでなく、手遊びなどもお楽しみ下さい。 
ＹＯＫＯさん：過去、メジャーレコード会社からデビュー、その後、長男のダウン症や両親との永遠の別れを経験し、今の自分だか

らこそ伝えられる「大切なもの」を一人でも多くの人の心に届けようと、もう一度歌い始められました。ネットでの

音楽活動をスタートに、老人ホームや障害者施設でのライブ、ＦＭパーソナリティでも活躍されています。 
市民劇団『えん』：「笛吹きリコちゃん」～リコちゃんが笛を吹くとみんな歌いだす・・・ケンカしてても仲直り、羊だって歌いだす！

～『えん』は、小学生から高齢者まで年齢さまざまな素人１００％の市民劇団です。これまで、認知症や地域のつな

がりをテーマに笑いあり涙ありの劇をしてきました。今回は障害を持つ子ども達に楽しい劇を！ お母さんたちも、

先生方も、みんな一緒に楽しんで下さい。 

青野浩美さん：声楽家を目指していた彼女が原因不明の病気に倒れたのが０６年の暮れ。その後、無呼吸発作に襲われ気管切開を余

儀なくされます。特別なチューブを使えば声は出るようになりましたが、それなら歌えないか？ 医師に尋ねると「前

例がない」・・・それなら自分が前例になればいいと彼女は再び声楽家の道を歩き始めました。「障害者になって初め

てわかることがある」という青野さんの歌とお話を楽しんでください。 




